



























































































●3 集成二､五二二-･イ 起承転合｣(孝和二 十返舎一九) 集成一､二七三-- ｢不酔照明房情記｣(車代著




山本 (2010)は､近世以降の ｢-らしい｣を調査し､形態 ･統語 ･意味的観点からモダリティ形式
の成立について検討されている｡そのなかで､近世において (｢～らしさ｣｢～らしい者｣で人 ･物を
表すやや定型化した表現)が見られるとされており､次の例を挙げられている｡
(8)a.又年比三十計なる [呉服屋の手代]互と互が､ (噺本 一二休暇:貞享5 (1688)年刊)
b [知行から此比取られた]らしき中間が封じ文出して､此上昏一つお目かりましよと云
へば (浮世草子 一好色盛衰記 ･五ノ四 :貞享5 (1688)辛 .湯沢1936)
C.｢ハテ マア 誰ぞ [呑み込んだ]らしい者があるなら マア それに任せてどうぞそこ
らへ｣ト 隠れい といふ仕方 ※ ｢呑みこむ｣事情が分かっている (人)
(歌舞伎 -菊水由来染 :寛保3 (1743)年初演)



























闇 抄物資料 r日葡辞割 r史記抄Jr中華若木詩抄jr湯山聯句抄jr玉塵抄Jキリシタン資料 rエ
ソポのハプラスJ辞典 l日本国語大辞典 第二版Jl時代別国語大辞典 室町時代編J
[重窒]r噺本大系jr浮世草子集Jr仮名草子集成jr黄表紙 川柳 狂歌jr酒諮本 滑稽本 人情本j
r井原西鶴③jr近松門左衛門集①Jr近松門左衛門集③Jr上方歌舞伎剰 l江戸歌舞伎剰 r廓
の大帳]上 r酒落本大成J1-3r春色梅児香美jr春色辰巳園Jr浮世風呂Jr浮世床 四十八癖J




































ヲモ､呂后ニウチマカセテ､我ハ不知シテ､イラレタソ｡ (史記 三 85･2 ウ)
b 処父力至テ忠アリテ､国滅君死テ､臣節ヲ不忘ホト二､天力石棺ヲ賜テ､氏族ヲ光華ニス
ルト云ハ､事力賓ラシウモナイソ｡ (史 四 25卜 4)[村上1981]





























































































b 文七 (政右)ても [さても]古ひ奴の｡
に くて












つち いま うJ)じ いつし▲
C よね ｢ヲヤ丹さんまだ宅へおかへりでないか｡今に梅次さんと 一所にかへるから､ちつ
まつ いで にっこりわら /.1まk.ひ さやく た か は し かた すぎt>くうしろ
と待てお出ヨト､いひながら完ホ笑ひ､酒乱の客のともして多寡橋の､方-過行後かげ､
I_' 上ね
丹はびっくりお長はかけ出し 長 ｢ヲヤ米八さ○んじゃアありませんか 丹 ｢ナニ/＼米
いま そ こ ら t_l= -ん
八ではねへ ト､口にはいへど心にギツクリ｡今米人が其近庭から､かへり来らば大変と､
おも rJに かへ




















































b 匡ヨヲ､かはひ旦_吐 盃じゃな 匡毒]アイせんど枯枝さんにもろふたわいな
(斗樽堂主人 ｢新月花余情｣1757(宝暦7))





































































けける｡ (鹿野武左右衛門等 ｢枝珊瑚珠｣2巻 1690(元禄3))
C 大名の買物傍らしき侍の､扶持持一人めしつれ､中奉書入るよしにて､三百枚売りわたし､
代銀請取り､その人帰られさまに､ひとつふたつ狂言しぼゐの物語仕り申候が､財布を取




































































c i;_霊詫言諸賢誓ぞ去静錆書誌吉雪.i岩男官と誓書孟子モチFi管持去等h-i: よめ ｢おあぶなうございますヨ. 静
あすば
に遊しまL Lうとめ ｢アイ/＼ トとめをけのわきへすはる
(式亭三馬 r浮世風呂J2編下 1810(文化7))
(28) 向ふのながLに､かの年増旦上土やつが､なにかあらってゐるから､コレ背中を､ながして












独合点はしりゆく｡ (為永春水 ｢春告鳥｣3鮪 1811(天保8))
(31) りき ｢アノウ御家の小僧さんが参りました 鳥 ｢ハテナ誰だか りき ｢アノお前さんが御ひ
ゐさになきった発明らしい小僧さんでございますヨ｡
(為永春水 ｢春告鳥｣4漏 1811(天保8))





おや ちやうすIrは､ な し と ち し さく LTぢ上 とも つ
(32)a 親は長助母はおさめと名ばかり知って土地は知りませんと間に下女を供に連れたる庇の
ちゃうか かみさま ひと おとろ くは はなし き とも お や こ きが あ わし いノL上
町家の女房主上主人は驚きて､委しい話も聞き共に親御を探して上げたい私と一途にマア












で き ひごろ rJ ま い き L上せい /-･ rjかは/=ちき ちlC?うどLf かIL ULと
C 出て来たのは日頃の生意気な書生では無くて､仲働 らしい中年増であったが､彼も件し
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r時代別国語大辞典 室町時代編』室町時代語辞典編修委月会鰐 三省堂 1991年
■文学作品
r抄物資料集成J第-巻 史記抄 清文堂 1971年/r噺本大系｣第2巻 武藤禎夫 ･岡雅彦編 東
京堂出版 1975年 (｢醒陸笑｣所収)/r噺本大系｣第4巷 武藤禎夫 .岡雅彦編 東京堂出版 1975
年 (｢二休咽｣｣所収)/r噺本大系j第5巻 武藤禎夫 ･岡雅彦筋 東京堂出版 1975年 (｢当世手打
笑｣所収)/r噺本大系J第6巻 武藤禎夫.岡雅彦編 東京堂出版 1975年 (｢枝珊瑚珠｣所収)/r噺
本大系j第9巻 武藤禎夫編 東京堂出版 1976年 (｢口拍子｣所収)/r噺本大系｣第11巻 武藤禎
夫編 東京堂出版 1979年 (｢鹿子餅 後篇帯蛮｣｢咽の会七席目時勢話綱目｣所収)/r噺本大系J
第12巻 武藤禎夫篤 東京堂出版 1979年 (｢振鷲亭噺日記｣所収)/r上方歌舞伎集j新日本古典文
学大系95 土田衛･河合最澄校注 岩波書店 1998年 (｢けいせい朝間放｣｢伊賀越乗掛合羽 七ツ日｣
所収)/r江戸歌舞伎集 新日本古典文学大系96j古井戸秀夫 ･鳥越文蔵 ･和田修校注 岩波書店
1997年 (｢御摂勧進帳 第一番目≡建目｣所収)/r酒諸本大成Jl巻 酒落本大成編集委員会 中央
公論社 1978年 (｢倫空斎主人｣所収)/r酒落本大成12巻 酒諸本大成編集委員会 中央公論社
1978年 (｢新月花余情｣｢浪花色八卦｣所収)/r浮世草子集j新編日本古典文学全集65 長谷川強校注･
訳 小学館 2000年 (｢野白内証鑑｣｢好色敗毒｣所収)/r井原西鶴(勤｣新編日本古典文学全集68
谷脇理史･神保五輔校注･訳 ｣､学館 1996年(｢世間胸算用｣｢万の文反古｣｢日本永代蔵｣所収)/r近
松門左衛門集①j新編日本古典文学全集74 鳥越文蔵 ･山根為雄 ･長友千代治 ･大橋正叔 ･阪口弘之
校注 ･訳 小学館 1997年 (｢淀鯉出世滝徳｣｢薩摩歌｣｢平家女讃島｣｢女殺油地獄｣｢夕霧阿波鳴渡｣
所収)/｢近松門左衛門集③J新編日本古典文学全集76 鳥越文蔵･山根為雄･長友千代治･大橋正叔･
阪口弘之校注 ･訳 小学館 2000年 (｢出世景清｣所収)/r酒落本 滑稽本 人情本｣新編日本古典
文学全集80 中野三敏･神保五珊･前田愛校注･訳 小学館 2000年 (｢哩多雁取帳｣｢従夫以来記｣｢遊
子方言｣｢春告鳥｣所収)r東海道中膝栗毛J新編日本古典文学全集81 中村幸彦校注 小学館 1995
年/r浮世風呂j日本古典文学大系63 中村通夫校注 岩波書店 1957年/r春色梅児誉美j日本古
典文学大系64 中村幸彦校注 岩波書店 1962年 (｢春色辰巳園｣所収)/r花暦八笑人 滑稽和合人
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｢-らしい｣の連体用法に関する考察 岩崎共架子
妙竹林話七億人J三浦理編 有朋堂書店 1915年/r近松全集1第一巻 岩波書店 1985年 (｢主
馬判官盛久｣所収)
■データベース
r太陽コーパス1雑誌 r太陽j日本語データベース El立国語研究所編 博文館新社 2005年
(｢従軍人夫｣｢海内菜報｣｢眼前の春光｣｢一腹一生 (承前)｢暗合か研案か｣｢誇｣｢緑の糸｣｢房州
の海岸｣所収)/rCD-ROM版 新潮文庫の100冊j新潮社 1995年 (｢孤高の人｣所収)/rCD-ROM
版 新潮文庫 明治の文豪j新潮社 1997年 (｢青年｣所収)
■小説
rOUTj桐野夏生 講談社 1997年/rさまよう刃j東野圭吾 角川審店 2008年 (用例は文庫版 :
2008年より採取)/レヽ 日日の蝉｣角田光代 中央公論社 2007年 (用例は文庫版 2011年より採取)
[付記]本稿は､第237匝l-筑紫日本語研究会 (2011.8.8-20118.10)にて行った口頭発表に基づくも
のである｡席上､貴重な御意見を賜った｡感謝申し上げる｡
158
